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１．事業の概要（ポンチ絵参照）

・趣旨および内容 ・実施体制 ・仕組み ・検証、評価

感動する大学スポーツ総合支援事業「大学生指導員の養成・確保に関する実証事業」

『山梨学院大学発「やまなしスポーツ指導者」養成プロジェクト』との連携

３. 事業成果

・県内大学から55名が受講（学院大１８名・山梨大３０名・都留文大７名）

・（１月２３日時点）派遣済み４名、マッチング成立６名、マッチング予定１４名

２．派遣までの流れ

①全１０講義を対面、オンライン、オンデマンドのいずれかの形式で受講

②研修終了した学生には修了認定証を発行

③「スポカルやまなし」に登録し、市町村とマッチング（実証事業７市町中心に）

④派遣に係る具体的な連絡、交渉をおこない、実際の派遣へ
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活動内容 ： 南アルプス市地域クラブ活動 「フィールドホッケー」

実施主体 ： 山梨県スポーツアカデミー（南アルプス市百々３４６８－６５）

参加者 ： 白根巨摩中ホッケー部、白根御勅使中ホッケー部の１・２・３年生 男女30名

派遣大学生 ： ①山梨学院大学4年生 河西夏帆 さん（白根巨摩中出身）
②山梨学院大学4年生 内藤恵太 さん（白根御勅使中出身）
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【河西さん】：地域の指導者になって自分の言葉で子供たちにホッケーの楽しさを教えられる
ことが嬉しい。もっとホッケーを広められるような指導者になりたい。

【内藤さん】：これから社会人になって、指導する回数は少なくなってしまうかもしれないけど、
今後も空いているときは続けていきたい。

・県広報番組
「豊かさ共創やまなし」
で取り上げられました。

（２／３放送）

・１／１９（日）
山梨日日新聞に掲載され
ました。

地域特有の活動
モデル事例
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